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この度、遠州病院では従来の６４列ＣＴ装置に加えて、東海地区１番目となるＧＥヘルスケ

ア社製の最新鋭ＣＴスキャナー“レボリューションＣＴ”（RevolutionＣＴ）を導入しました。 

 

６４列ＣＴでは１回転（0.5mm）で３.２ｃｍ幅の撮影が可能でしたが、このレボリューション

ＣＴは検出器が２５６列のため１回転（0.625mm）で１６ｃｍ幅の撮影が可能になりました。 

最速１回転０．２８秒にて一挙に１６ｃｍ幅の撮影が可能なため、心臓のような動きのある臓

器や、乳幼児の頭部撮影は一瞬で撮影可能となり、また、新技術のハード、ソフトウエアにより、

各種ノイズアーチファクトを低減し８０％以上の低被ばくを実現しました。 

撮影時間も短縮され、患者さんの息止め時間も短くなり、お年寄りやお子様にも安心して検査

をお受け頂けます。 

 

● ６４列ＣＴとの違い 

１．1回転での撮影幅  ３．２ｃｍ → １６．０ｃｍ 

２．1回転のスピード  ０．５秒 → ０．２８秒 

３．ヘリカルスキャンによるオーバーラップがないので、被ばくが大幅に削減されました。 

 

６４列ＣＴはヘリカル撮影なので１６ｃｍ幅を撮影 

するためには５回転が必要ですが、レボリューション 

ＣＴは１回転で終わります。 

ひとつの臓器を、寝台移動を伴うことなく撮影します。 

 

1166ccmm   
３３ccmm 



Wide Cone Axial Head (1 Volume)  

Revolution CT 

● 循環器領域における有用性 

  心臓領域の撮影においても、従来のＣＴより短時間で撮影することができ、被ばくも大幅

に低減することが可能になります。これまでのＣＴでは難しかった不整脈や高心拍、高度

石灰化症例においても検査の成功率が大幅に向上します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ０．２８秒回転 ＋ １６０mmVolumeScan 

 

・1 回転 0.28 秒にて高速回転でブレの少ない画像 

・160mm の撮影幅にてズレの無い画像 

つなぎ目が無く、動きの影響を軽減した心臓を 

                            1 Beat Cardiac CT！ 

・1 心拍撮影のため高心拍、不整脈に強い 

・画質を維持し最大 82%の被ばく低減「ASiR-V」搭載 

  

  

● 頭部領域における有用性 

1 回転（0.28 秒～1秒）にて全脳（160mm）の撮影が可能なため、認知症の患者さんや高齢

者、小児など体動ある患者さんにも動きの無い撮影が可能になりました。そのため小児へ

の眠剤の使用が不要になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ONE Volume Scan 



 

  ・ヘリカル撮影では無いので、造影時もムラの無い均

一した画像を描出 

  ・1 回の造影で全脳３DCTAngio と全脳 Perfusion の

撮影が可能 

  ・短時間で広範囲の撮影が可能なため脳動静脈奇形

（AVM）の撮影が可能 

 

 

● 小児領域における有用性 

胸部、腹部などの広範囲の撮影では、ヘリカル（らせん状）撮影も有効になります。 

更なる高速撮影が可能になり 1 秒間に 282mm の範囲の撮影が可能です。 

 

 ・短時間撮影による眠剤の軽減 

                 ・造影剤の減量 

・画質を維持し最大 82%の被ばく低減「ASiR-V」搭載 

 

 

● 最新３D 画像ワークステーション  

新ＣＴ装置導入に伴い画像解析装置（ｱﾐﾝ社 ｻﾞｲｵｽﾃｰｼｮﾝ 2）に更新いたします。 

このことで今まで以上に鮮明に画像を写し出すことが可能になります。 

また、新たに大腸解析、肺野・気管支解析が可能になり、今まで以上に診断能力が向上し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 当院病診連携室を通じまして、どうぞご利用下さい。 

                   病診連携室 ＴＥＬ ０１２０－９２８－９０１ 

                         ＦＡＸ ０１２０－９２８－９０２ 


